
国別認定送り出し機関数 P1
送り出し機関国別件数

内取り消し 稼働送り出し

1ベトナム 394 3 391

2ミヤンマー 279 18 261

3フィリピン 275 60 215

4インドネシア 234 34

5モンゴル 96 26 70

6カンボジア 94 4 90

7ウズベキスタン 64 50

8タイ 59

9スリランカ 64 1 63

10インド 27 4 23

11バングラディッシュ 27

12ラオス 20 1 19

13ブータン 3 3

14パキスタン 2 2

15中国 約270

合計 1638 131 約1691



技能実習生選抜の流れ P2



技能実習生受け入れプロセスの留意点 P3
全ては監理組合経由

• １）採用決定 どこの国から入れるのか

施設内での受け入れ環境整備はできたか？特にスタッフへの多様性の教育 等

• ２）視察訪問 過剰な接待は受けない、要求しないこと肝要

• ３）求人票発行 人数、男女別、年齢層、給料、雇用条件、昇給賞与の有無 等

• ４）人材募集に約1か月かけて募集人数の2-3倍用意

• ５）現地面接選考、又はSkype面接

• 現地面接視察時、過剰な接待は受けない事要求しない事

• ６）合格者のにN4又はN3教育開始 約6ケ月～1年

• ７）日本語検定受験 合否確認

• ８）健康診断、パスポート申請、その他の書類 約1ケ月

• ９）送り出し側で揃える書類を完成させて監理組合へ

• １０）ビザ発給後入国日を決めて組合の入国後研修へ



送り出し機関の選び方 P4

1）送り出し機関社長の経営姿勢 介護に対する理解度

2）候補者募集の仕方（候補者募集能力）

3）日本への送り出し実績 （介護送り出し実績）

4）N3までのカリキュラムはあるか？（日本語教育能力）

5）N3.N4の教育費の金額と期間

6）学校以外で日本語でコミニケーションとれるスタッフ

複数人いいるか？

7）技能実習計画書類申請業務に精通しているか（書類作成能力）



日本語学校の評価のポイント P5

1）要件要綱を満たした日本語教師がいるか？

２）N3教育カリキュラムがあるか？

３）発音、イントネーション教育するには、N1、N2、日本人
教師が不可欠

4）一度は現地訪問視察を

５）日本語検定試験受験環境チェック JLPT、NATテスト、
Jテスト

６）継続的に毎年採用するなら日本語学校に投資すること検討



実習生母国語でのコミニケーション （通訳） P6

• 1）監理組合で通訳者確保

• ２）組合生活指導員と送り出し機関の担当者複数人との

• グループLINE ID作成して第二策、第三策を

• ３）ポケトーク、Google翻訳の活用

• ４）機構の現地語ヘルプサービスの利用

• ５）元気な入居お年寄りに日本語を教えて頂く



導入に係る国別費用概算 P7
１年目のみにかかる技能実習１号費用

ベトナム、インドネシア、ミヤンマー フィリピン

ベトナム、インドネシアの大卒の応募者1割
ミヤンマー実習生は通信大卒が多い
ベトナムは1組合３送り迄協定可

大統領賞取得送り出しは
POLO手続き省力化
1組合協定書締結1社まで

組合加入金

面接費用（渡航費宿泊費等） 100000円？ 100000円？

講習費用 70000円 70000円

入国後検診 10000円 10000円

送 日本語N4教育費 150000円～250000円 250000円～350000円

り 実習生入国費用 50000円？（実費） 50000円位（実費）

出 送り出し管理費／月／人 5000円～10000円 10000円～20000円

し

費 1.入国前検診 下記1～5迄合計

要 2.POEA申請諸手続き 約80000円

3.出国ビザ

4.強制保険 OWWA

5.募集費用

１年目、２年目、３年目技能実習２号

JITCO加入費用 50000円 50000円

計画認定申請手数料 3900円 3900円

試験料 23900円 23900円

実習生帰国費用 50000円位（実費） 50000円位（実費）



手始めに技能実習生受け入れから勧めます P8

１）特定技能介護は候補者が少なく完全に売りて市場
マッティングできても人物が選べない

２）実習生で３年受け入れして、３年後に特定技能ビザへの
切り替えで合計８年間雇用可能
実習生を育てあげて相互の信頼関係構築できる

３）技能実習は労働者雇用でなく実習ビザなので転職不可
４）半年から一年かけてじっくり育ててあげて戦力化
５）成長過程の楽しみと職場の活性化
６）送り出し機関からみて特定技能はメリットがなく積極的でない
７）優秀な外国人人財を引き留めるため、外国人材に投資する



技能実習生の失踪者の国別推移 P9


